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事業名 映像による障害者の生涯学習プログラム開発事業
事業の趣旨・目的

①映像による障害者の生涯学習プログラムの構築
②地域における障害という概念の理解向上の機会の提供
③障害者の学校卒業後の在り方を考える機会の提供
④地域の教育、福祉、商工業関係者との連携強化

別添5-2（別紙１） 取組概要  地域連携による障害者の生涯学習機会の拡大促進

事業実施体制・連携先

事業内容

事業終了後の目指す方向性

にじメディア制作委員会（所在地：東久留米市）

【連携先・連携協議会】東久留米市障害福祉課、生涯学習課、社会福祉協
議会、特別支援学校、商工会と東久留米市周辺地域の障害福祉団体
【運営】にじメディア制作委員会
【ワークショップイベント企画制作】本事業実行委員会(障害福祉団体ス
タッフ、障害当事者保護者と映像制作関係者など）

１．障害者の学びをテーマにした映像作品の制作と配信・上映
「東京北多摩散歩」という作品を障害のある方に出演いただき制作する。
障害のある方と地域の人たちとの交流の様子を描く。
制作した作品のオンライン配信やイベント上映の開催。

２．あなたとわたしワークショップ開催
障害のあるなしを超えて「あなた」と「わたし」が出会うことによる化学反
応を期待する映像、アート、表現のコラボによるワークショップ。

３．障害者の学びをテーマにしたイベント開催
障害当事者とその関係者、教育、福祉、商工業関係者と地域の皆様との交流
イベント。
東京北多摩散歩上映、トークショー、ワークショップお披露目会、展示会等
の開催。

４．連携協議会
年間3回開催。連携先である地域の教育、福祉、商工業者とイベントでの協働
について検討することを通して、「学校卒業後の障害者の多様な生き方」
「障害のあるなしを超えた一人と一人が共に生きる共生社会の実現」について
考える。

５．本事業実行委員会
毎月1回程度開催。イベントワークショップの具体的内容の検討会議。

〇「障害者の学校卒業後における生涯学習」という視点に
よる多様な生き方の選択肢の構築

〇障害のあるなしという視点を超えた一人と一人が共に生
きる共生社会の実現

にじメディア映像作品出演者 ワークショップ風景 展示会の様子

にじメディアについて

ホームページ
 

映像ページ
 

制作日記
 


	スライド番号 1

